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生物資源生産シ ス テ ム の構築を目指 して きてお り，生産

され る農畜産物は，総合防除IPM 勘 研究やアニ マ ル ウ

エ ル フ ェ ア研究に基づ く技術 に基づ い て生産されてお

り，国や県の 認証を得て い るわけで はな い が，一般に 「安

全 ・安心」 とみなされて い る．また連携 してい る白相酒

造も地域の 農家や地域連携 を重視 して い る，こ うした人

材は貴重である．

　 しか し，真に風土 ・地域個性を生か した地域ブラ ン ド

を確立して い る商品とは残念なが ら言 い 難い ．た とえば，

地域 ，地域 によっ て異な る土壌成分 （ミ ネ ラ ル）や土壌

微生物の 生態まで含めた生態学的風土 の科学的解明がな

けれ ば，地域 固有の農 ・食の 意味を捉 えた こ とに は な ら

ない で あろ う．

　こ の 点で の研究はまだまだである．大学 グ ッ ズ の 開発

を通 して，フ ラ ン ス の 原産地呼称管理 AOC 注 2｝制度の よ

うに，差別化された ブラ ン ド食品に科学的お墨付 きが つ

くような体制が構築され て い くよう期待した い ，

注 1）lntegrated　Pest　Management 農薬，施肥，水管理 輪作な

どの さまざまな手段 を組 み 合わせ て，雑草や 病 虫害を防 除す る

方法．
注 2）Appenation　d

’Origine　 Contrδ16e．全国原産地呼称管理局

lnstitute　National　des　Apellations　d’Origine（INAO ）下 で 行わ れ

て い る、フ ラ ン ス にお ける 食品の 地域 ブ ラ ン ドを認証 ・管理

す る制度 津谷好人 ：農業 No．1518，　p53t 大 日本農会（2009）．
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　微生物の 形成する胞子は細菌胞子 と真菌胞子 に大別 で きる，前者はBaciUus属，　 Clostridium　K など土 壌細菌の 作る胞子で，

医学分野 で は 「芽胞」 と称 され る こ と も多 い ．後者 は カ ビ，酵母，キ ノ コ の 生成す る胞子 で，比較 的身近 に意 識 され る胞 子

で ある，こ れ らの 微生物 は 主 に，栄養 源 の 枯 渇，乾燥，高 温 な どの 厳 しい 環 境 条 件 に さ らさ れ た と きに 胞子 を形 成 し，将来

環境が生育に適した条件に 回復す る まで 硬い 外皮を まと っ て 休眠す る．また，胞子 は風に の っ て広範囲に子孫を飛 ば すの に

も効果的な形態 であ り，胞子形成は微生物の強力な生存戦略の ひ とつ とい える，胞子形成微生 物を，栄養細胞 には十分な加

熱や 乾燥，消毒 とい っ た 手法 で 制御する こ とは難しく，食品の 変質や 病原性微生物に よ る健康被害，住環境の 劣化を 防こう

とす る我 々 の 努力 に とっ て 脅威 とな る．

　　微生 物胞子 に 関 す る専門書 は こ の 20年以 上 ま と ま っ た もの が 出 版 され て い なか っ たが，本書 は，微生物胞子 の 生態 に

つ い て形態，構造，発芽機構な ど，こ れ まで 蓄積され た知見を体系的 に まとめ，最新の 研究成果とともに紹介 して い る，豊

富なカ ラ
ー
写真が参照 で きる こ とも，専門書 として 活用する読者に大い に助 け とな るだ ろ う．

　さ らに，微生 物胞子の 制御が 特に 求め られ る 食品，農業，医学，住環境分野 の 研 究者や事業者 に とっ て は，大 変 具体 的 な

事例集で あり，評価 ・対策手法をまとめ た実用書と な る，また 本書の 扱 う分野 は文化財保護や バ イオテ ロ まで及 んで おり，

分野外の 者が 読ん で も興味深い 一
冊 とい える．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （羽 衣国際大学　池　 晶子）
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